




















































































える必要があることを主張したのが、Malmi and Brown ［2008］である。Malmi and Brown 
［2008］のコントロール・パッケージに組み込む具体的なコントロール手段は後述する。こ































　Merchant and Van der Stede ［2017］はコントロールの対象となる事象に基づいて、①成
果コントロール（Results controls）、②行動コントロール（Action controls）、③人事コント









































































　小沢［2013］では、Cameron and Quinn ［2011］の競合価値観フレームワークにおける組
織文化類型を用いて質問調査票による調査を実施した。その調査結果のもと、Cameron and 
Quinn ［2011］の組織文化評価手法（Organizational Culture Assessment Instrument）を用























































































































第 9概念 企業による文化振興活動や社会貢献活動 概念と内容が非常に乖離している［飯田, 1997］

















Calori and Sarnin［1991］ 価値観のセット
Cameron and Freeman［1991］ メンバーの価値観、仮定、解釈




Marcoulides and Heck［1993］ 問題解決のための行動規範を生み出す共有された価値観と信念のパターン


















































するためには非常に有用であるといえる。対して、Cameron and Quinn ［2011］の方法は、
現状を明らかにするためという観点では統計的分析を行っていないため実証分析ではない。





　Cameron and Quinn ［2011］では、組織文化を 4つの分類に類型化している。組織文化類
型の詳細は図表 4で示した。
　この組織文化の 4類型を利用してそれぞれの組織における組織文化を評価する手法が組織











［出所：Cameron and Quinn, 2011, p.39 より筆者作成］






























































































































質問調査が実施されている。なお、①結果の記録は 4 項目、②理解の促進は 6 項目、③








　このようにVandenbosch ［1999］の ESSにおける情報の利用方法の 4分類を用いて、予
算の利用目的も4項目に分類する。そして、それぞれの4項目の詳細な質問内容を作成する。
そして詳細な質問項目に対して、Cameron and Quinn ［2011］における文化の 4類型の性質
を表現するような回答項目を作成する。回答者は、組織文化 4類型の性質を有する回答項目
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